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l.はじめに

看護教育は,大学 ･短期大学 ･専修学校など

いくつかの種類の教育機関で行われている｡従

来から看護学専攻の大学生や短期大学生は専修

学校生に比べ,看護職志向が明確でない等の報

告 1 2 があるが,最近 (1990年代)の研究はあ

まり見当たらない｡そこで,我々は短大および

専修学校3年課程 ･2年課程の看護学生の看護

に対する意識や態度を学校種別に比較検討して

きた｡今回は,本格的な看護教育を受ける前の

短大生 ･3年課程の専修学校生及び准看教育を

受けた2年課程の専修学校生の入学直後の看護

に対するイメージを調査 し,学校種別の比較検

討を行った｡

尚,"看護に対するイメージ"とは,ここで

は,看護に対するイメージ,及び看護職者に対

するイメージの双方を意味する語として用いる

こととする｡

ll.研究方法

1.対象 :A大学医療技術短期大学部看護学

科 1年生84名,B看護学院3年課程 1年生55名,

C看護学院2年課程 1年生45名である (以下,

短大生 ･専修 3年 ･専修 2年とする)｡2.調

査方法 :20尺度を設定したSD法によるイメー

ジ測定を,入学後間もない4月初旬に一斉回答

方式により実施した｡3.分析方法 :①イメー

ジ測定は各尺度で好意度が高いほど評定値が小
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さくなるように7段階で評定し,一元配置分散 析 ･多重比較により学校種別の比較を行なった｡

分析 ･多重比較により,学校種別の平均評定値

を比較した｡

②20尺度についてバリマックス法による因子分

析を行い,因子を抽出し命名した｡

③因子得点の平均値について,一元配置分散分

(1)責任感の強い

(2)重要な
(3)価値のある

*(4)労の多い

(5)特色のある

(6)理性的な

(7)知的な

(8)自由な

く9)若々しい

(10)スマートな

(ll)明るい

(12)活気のある

(13)温かい

(14)やさしい

(15)安定した

く16)望みのある

(17)おもしろい

(18)親しみやすい

(19)好きな

(20)なりたい

日.結 果

1.看護に対するイメージの学校種別の比較

(図1)
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図 1 看護イメージプロフィール
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表 1 看護に対するイメージの因子構造

困 子 i項 目 ＼ ＼ 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子

看護の 看護の 看護職の 看-諸姉の 看護婦の 看護就労

重要催 労働性 特性 親和性 快活性 希望

責任感のある - 責任感のない 0.832 -0.016 -0.186 -0.00g 0.080 -0.025

重要な - 重要でない 0.689 -0.024 -0.263 0.015 -0.048 -0.056

労の多い - 楽な 0.021 -0.850 -0.030 0.005 0.045 0_104

自由な - きゆうくつな -0.015 0.332 0.179 0.142 0.250 -0.052

温かい - 冷たい 0.119 0.037 -0.712 0.275 -0.018 -0.064

望みのある - 望みのない 0.187 0.163 -0.692 -0.065 0.223 -0,113

特色のある - 特色のない 0.137 -0.050 -0.562 -0.154 0.225 -0.083

価値のある - 価値のない 0.136 -0.063 -0.528 -0.116 0.057 -0.240

知的な - 知的でない 0.158 -0.017 -0.501 0.191 0.157 -0.115

スマートな - やぼな -0ー013 0.217 -0.319 0.104 0.083 -0.168

やさしい - きびしい 0.016 0.040 -0.192 0.483 0.106 0.016

親しみやすい - 親しみにくい 0.115 0.188 -0.121 0.444 0.182 -0.240

理性的な - 感情的な -0.037 0.004 0.098 0.391 -0.038 0.010

若々しい - 年寄りじみた 0.084 -0.027 0.020 0.113 0.595 -0_232

活気のある 一 宿気のない 0.031 0.144 -0.201 -0.033 0.521 -0.280

明るい - 暗い -0.072 0.178 -0.250 -0.244 0.444 -0.107

好きな - 嫌いな 0.105 0.129 -0.164 0.237 0.142 -0.658

面白い - つまらない -0.050 0.110 -0.181 -0.176 0.184 -0.646

なりたい - なりたくない 0.135 0.025 -0.466 0.173 0.100 -0.423

寄 与 率 (%) ll.1 9.3 20.2 7.9 10.2 ll.4
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(20) 学校種別にみた看護学生の看護に対するイメージについて (1)一入学時の検討-

3校とも全体的に左寄 りの好意的イメージで

あった｡｢労が多い｣の1項目で有意差がみら

れ,専修 2年が他の2枝より平均評定値が高

かった (P<0.05)｡その他の19項目では3校
間に有意な差はみられなかった｡

2.看護に対するイメージの因子構造と国子得

点の比較

累積寄与率70.1%で6因子が抽出され,第1

因子は ｢責任感のある ･重要な｣の2項目から

なる 『看護の重要性』,第2因子は ｢労の多い･
自由な｣の2項目からなる 『看護の労働性』,
第3因子は ｢望みのある ･特色のある｣などの

6項目からなる 『看護の特性』,第4因子は ｢や
さしい ･親しみやすい｣などの3項目からなる

『看護婦の親和性』,第5国子は ｢若々しい ･
活気のある｣などの3項目からなる 『看護婦の

活動性』,第6因子は ｢好きな ･なりたい｣な
どの3項目からなる 『看護就労希望』であった

(表 1)｡因子得点を比較すると,第 1因子の

『看護の重要性』で短大生が専修3年より有意

に高得点であったが (P<0.05),その他の
因子において有意な差はみられなかった(表2)｡

lV.考 察

我々が,今回と同じ学校の卒業時の学生に対

して実施した看護に対するイメージの調査3 で

は,短大生が最も好意度が高く,専修2年が最

も好意度の低いプロフィールを示していた｡ま

た,因子得点の比較でも,『看護婦の性格因子』
で短大生が他の2校より低 く,『看護婦の外観
因子』で専修3年が短大生より高く,『看護の
価値因子』で専修2年が他の2校より高く,各

校の特徴がみられた｡今回調査した入学時の学

生においては,とくに看護の学習やなんらかの

看護体験を持つ専修2年は他の2校と異なった

イメージを抱いているものと予測していたが,

他より ｢労が多い｣とみていないこと以外は,

ほぼ同様のイメージであった｡

看護は一般に重労働な仕事とイメージされが

ちであるが,専修2年は入学前の准看教育や何

らかの経験において,現実を直視する機会を

もっており,看護教育を受けていない短大生や

専修3年に比べ,｢労が多い｣とのみかたが緩
やかになったのではないかと考えられる｡

入学までの背景がほぼ同じである短大生と専

表2 因子得点の比較

( ):F@

因子学校F1 F2 F3 F4 75 F6

看護の重要性 看護の労敵性 看護職の符性 看護婦の親和性 看護婦の快晴性 看護就労希望

因子 因子 因子 因子 因子 因子

*:pく0.05
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修3年の学生では,短大生の方が 『看護の重要

性因子』で因子得点が高く,｢責任感のある重
要な仕事である｣とみており,従来の調査とは

異なる結果である｡これまでに報告された短大

生と専修学校3年課程の学生の看護に対するイ

婦に対して好意的 ･肯定的イメージを持ってい

るという結果であった｡このことについて,社

会的に重要で,意義を兄いだせる職業であるか

ら,あえて学歴にこだわらず,看護職をめざす

という明確さが,イメージ差として表出された

のではないかと解釈されている｡これらの調査

が行われた1970年代後半から1980年代前半と,

疾病構造の変化 ･医療の高度化 ･少子高齢化を

背景に看護職の高学歴化をめざしている現代と

では,学生をとりまく状況が大きく変化してい

る｡このような社会的変化の中で高等学校にお

ける進路指導のありようや学生の看護職志向の

内容にも変化が生じているものと推測される｡

卒業時の調査6 では,イメージの違いや各校

の特徴がみられたにもかかわらず,入学時の学

生のイメージには,学校の種類による差がほと

んどないことが明らかになった｡真鍋ら丁が大

学生と短大生に実施した看護イメージの調査で

ち,入学時では差はなかったが,卒業時で大学

生の方が好イメージであり,一般教養の時間数

やその幅の広さの違いなど,カリキュラムの違

いが看護イメージに影響しているのではないか

と考えられている｡短大と専修学校においても,

カリキュラムに若干の違いがあることから,今

級,カリキュラム等の質的な面での比較や縦断

的な調査なども加えて,各校における教育のあ

り方を検討する必要のあることが示唆されたと

いえる｡

V.結 論

入学時の看護学生の看護に対するイメージに

ついて,短大 ･専修学校3年課程 ･専修学校2

年課程の学校種別に比較した結果,以下の結論

を得た｡

むつ子･小 林 明 子･堀 井 雅 美 (21)

1.イメージプロフィールは,全体的に好イ

メージ寄りであり,専修2年がより｢労が多い｣

とみていないこと以外は,ほぼ同様であった｡

2.因子分析で6因子が抽出され,それらは

『看護の重要性因子』,『看護の労働性因子』,
『看護の特性因子』,『看護婦の親和性因子』,
『看護婦の快活性因子』,『看護就労希望因子』
であった｡

3.因子得点の平均値は,短大生が専修3年よ

り 『看護の重要性因子』で有意に高かった｡

Vl.おわりに

近年の看護学生の看護に対するイメージは,

専修学校生の方が短大生より好意的 ･肯定的で

あると言う従来の諸報告とは異なった様相を呈

している｡今後,大学生も対象に加えた調査を

実施し,学校の種類別に学生の看護に対する意

識や態度について検討していきたい｡
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